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自動車整備士試験教育における e－Learning の活用 
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Application of the system of e－Learning to Auto Mechanic Examination 
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Recently，e－Learning has been used in a lot of enterprises and educational organizations. 

Moreover, the reports has been published in institution. It is said that the situation of e－

Learning  has already reached the development period through the dawn. 

The e－Learning is a multimedia that consists pictures, animation and voice sentences．Therefore，

the student can effectively study both the structure and operation．The authors want to introduce 

the e-Learning and investigate the effects on auto maintenance and auto mechanic examination. We 

strongly want to establish how to use the system of e-Learning for students,too. 
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1. 緒 言 

e－Learningとは，コンピュータやインターネット，モバイ

ル端末等の情報技術を用いて，学生が主体に学習できる形態

のことである(1)．昨今 e－Learning は，多くの企業・教育機

関などで導入・活用が行なわれ，様々な学協会などで教育効

果が報告されている．もはや e－Learning は黎明期を経て発

展期に達したと言われている(2)．特に大学は，全入時代の生

き残りを掛け，e－Learning を含めた ICT（Information and 

Communication Technology）教育の導入・教育のIT化を進め

ている．しかし本学では e－Learning システムが未導入であ

るため早急に導入を進める必要があると考え，なかでも本学

の特徴のひとつである「自動車整備士の国家資格取得教育」

にこれを活用し，合格率の向上を図るためのシステムを構築

した．さらに e－Learning の効果を調査・分析し学習法の確

立を狙いたい． 

 

2. e－Learnigの必要性とLMS 

e－Learningの教材は静止画や動画の映像・音声・文章など

を組み合わせたマルチメディア形態であり，機械の構造・作

動が重視される自動車工学の学習には効果的である．例えば

自主学習において自動車の構造・作動を理解する際，実物を

見ることなく教科書の活字と図のみで理解を深めることは困

難である．その点を補う上で，アニメーションや実物を撮影

した動画を用いることにより，より早く，さらに深く理解す

ることが可能である． 

 

 

 

 

また同じ問題を繰り返し学習することは，より理解度を向

上させると言われている．しかし紙をベースの問題解答法で

は，資源を消耗する，採点に時間が掛かるなどの欠点が挙げ

られる．その点でe－Learnigは紙が要らず，何度も繰り返し

解答することができ，採点時間の短縮化も図れるなど即答性

に優れた能力を発揮する． 

さらに学生を試験に臨ませる場合において，教員側は個別

の学力・成績管理が必要であり，「学生はどのくらいのペー

スで学習を進めているのか」，「テストでどのくらい得点を

獲得しているのか」，「どの分野が弱いのか 」を即座に分析

し，学生指導に対応することができる． 

このような特徴から，自動車整備士を育成する本学のよう

な教育機関において学習効果を一層向上させるために e－

Learning導入は，より有効性が高いと考えられる.   

以上のことを効果的に実現するためには，教材の保管，学

習者への教材配信，学習履歴や成績などを統合的に管理する

学習管理システム LMS (Learning Management System) が必

要となる．しかし，この LMS 導入費用は高額で，保守管理に

も人員と労力が必要となり，ひとりの教員または数名でのグ

ループ活動において e－Learning を導入するには，かなりの

ハードルを越えなければならない．そこで本研究では，学習

用サーバーを他大学に開放している TIES（Tezukayama 

Internet Educational Service）を利用することとした．TIES

は帝塚山大学が中心となって開発したインターネット技術を

利用した学習システムであり，LMSの機能を満たしたものであ

る．またサーバーの保守管理は帝塚山のスタッフが行ってい

るため，我々の労力の軽減となっている． 

 

*2008年 7月 15日受理． 

1)・2）・3)・4）・5）愛知工科大学自動車短期大学 
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図１は，TIESの TOPページ画面である．割り当てられたID

でログインすると自分専用のホームページが表示される． 

 

 

 

 

3.  e－Learnigの作成 

3.1 作成計画 

計画では，3年間を試験期間とし，教材コンテンツのノウハ

ウの蓄積を試みると共に，e－Learnig を用いた指導法の確立

を図ることとしている．計画の詳細について表1に示す． 

 

 

年度年度年度年度    内容内容内容内容    

2007 
問題検索システムの作成 

問題コンテンツの作成  

2008 問題コンテンツの作成（解説の充実） 

2009 ビデオコンテンツの作成 

2010 
コンテンツの充実  

一般公開など本格稼動 

 

3.2 過去問題検索システム作成 

1年目は問題コンテンツ作成を中心に行なう計画であり，前

段階とし過去問題検索システムの開発を行なった．自動車整

備士試験過去問題の内容・解答・その他問題に対する分析情

報をデータベース化することによって，必要に応じた問題を

即座に検索し，スムーズに問題作成を行なうことが可能とな

った．また学内のイントラネットで公開することにより全教

員が情報を共有でき，e－Learnig への活用だけでなく，通常

授業での練習問題・試験問題の作成や問題の分析などにも活

用できるシステムとなっている．検索方法は，問題ジャンル

別のディレクトリ検索，キーワード検索，試験実施年度・月

による問題検索である．   

データベースソフトである Microsoft Office Access 2003

を使用し作成を行なった過去問題検索システムを図2に示す． 

 

図 2 過去問題検索システム 

 

3.3 講義作成 

TIES 内で作成し公開した講義は4つである．詳細を表2に

示す． 

 

 

（1）問題作成 

講義「国家試験過去問題」，「特別指導問題」内の問題コ

ンテンツは TIES の問題オブジェクト作成機能を使用し，図 3

に示すような四択問題を作成した．解答者が，ラジオボタン

を選択し採点ボタンを押すことによって，瞬時に採点と解答

の誤正が表示されるシステムになっている．また問題を行な

う度に選択肢を入れ替える機能を持たせ，学生が問題をしっ

かり読まないと解答できないシステムとした． 

 

 

講義名講義名講義名講義名    内内内内    容容容容    

国家試験過去問題 過去に国家試験で出題された問題 

特別指導問題 試験直前に公開した模擬試験 

ジャンル別克服問題 分野別に作成したオリジナル問題 

その他の教材 
アニメーションやビデオなど試験的

に作成した動画コンテンツ 

表 2 講義内容 

図1 TIESの TOPページ 

表 1  e－Learnig作成計画 

図3 四択問題の例 

 



 

 

 

 

3 

講義「ジャンル別克服問題」では，過去出題された国家試

験を基に出題分野別ごとに類似問題を作成し出題した．IME

社製TM creatorを使用し，四択問題以外に，○×問題，ドラ

ッグ＆ドロップ問題，数値入力問題とバラエティ豊かなもの

が完成したと考えている．図 4 にジャンル別克服問題の一例

を示す． 

 

 

 

 

（2）その他の教材作成 

 問題コンテンツ以外には，Microsoft Office Wordを用いて

の解説資料を作成した．また動画コンテンツとして機械作動

を映したビデオコンテンツ，Macromedia Flash 8 を用い作成

した軸荷重計算問題解答手順のアニメーションコンテンツな

どを作成した．図 5 に機械作動を動画にしたビデオコンテン

ツを示す．2007 年度はいずれも試験的に作成したが，残念な

がらこれらは，十分活用されなかった．今後はこれらのコン

テンツを充実させていきたい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. e－Learningの実施 

4.１ 実施内容 

e－Learningの公開は，2008年2月・3月とした．e－Learning

での学習は強制ではなく自由参加としたが，試験受験者 165

名中131名と多数の学生がTIESの登録を行なってくれた． 

またパソコンを所有していない学生，学校で勉強したい学

生を対象に本学のパソコンルームを計26日間開放した．パソ

コンルームには 1 名以上の教員が常駐し，学生の質問等に対

応した．図6にパソコンルームでの学習風景を示す． 

 

 

図6 パソコンルームでの学習風景 

 

4.2 実施結果 

図 7 は，すべてのコンテンツに対して日ごとのアクセス数

を示したものである．パソコンルームの開放日はアクセス数

が多くなる結果となった．パソコンルーム利用人数について

は図8に示す． 

 

    

四択問題四択問題四択問題四択問題    

 
    

ドラッグドラッグドラッグドラッグ＆＆＆＆ドロップドロップドロップドロップ問題問題問題問題    

 

 
 

    

数値入力問題数値入力問題数値入力問題数値入力問題    

 

図 4 ジャンル別克服問題 

図5  ビデオコンテン
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図 8 パソコンルーム利用者数 

 

4.3 個人別のアクセス数 

特徴的であった学生AとBを比較する．Aは成績優秀である．

Bは成績があまり振るわない学生であり，二級ガソリン自動車

整備士試験と二級ジーゼル自動車整備士試験，2科目の合格は

危ぶまれていた．しかし学生 B は，担任教員などの指導もあ

りe－Learning で学習を行なった結果，A・B共に 2科目の合

格となった．AとBの週ごとの講義「国家試験過去問題」コン

テンツへのアクセス数を週ごとに示したものを図9に示す．A

は，試験直前にアクセス数が減り，Bは試験直前に近づくほど

アクセス数が増加している．Bの合格理由としては，本人の追

い込み時の努力が大きいが，勉強の手段とし e－Learning を

選択し何度も繰り返し問題を行なったことが，勉強方として

有効であったと推測できる． 
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図 9 学生A及び学生Bアクセス数 

 

 今後の課題としては B の様な学生に，どのようにしたら計

画的に学習させられるのかを考えると共に，Aのような学生に

対しては受験の取り組みが継続されるコンテンツを作成して

いかねばならない． 

 今後は一層サンプル数を増やして比較検討していきたい． 

 

5．アンケート結果 

自動車整備士試験終了後，学生を学校に集め，自己採点と

合わせてe－Learningについてのアンケートを行った． 

アンケートの質問内容は，「あなたに取って，e－Learning

での学習は整備士試験に有効でしたか？」である．評価は５

段階（５：大変有効，４：有効，３：どちらともいえない，

２：役に立たない １：まったく役に立たない）で回答して

もらった．アンケート結果を図10に示す．９割の学生の評価

値は３以上であり一定の評価を得ることが出来たと考えられ

る． 

 

 

 

図 10  e－Learningでの学習の有効度 
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また，自己採点での取得点数と各点数での e－Learning 有

効度との関係を図11に示す．ほぼどの学生も有効と感じてい

るようだが，一部点数の低い学生から e－Learning は，役に

立たないと評価を得た． 

今後は何故このようなアンケート結果となったか更に分析

を行い教材作りにフィードバックし，e－Learning有効度を高

めたい． 
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図 11 有効度と点数 

 

さらにアンケートでは，今後の発展に生かすため学生に自

由な意見をもとめた．その結果を以下に示す． 

①学生が感じたe－Learning利点 

 ・効率的に問題を実施できた． 

 ・苦手分野に有効だった． 

 ・気楽にできた． 

 ・問題集のように答えが途中で見えない． 

 ・問題の答え合わせが自動採点で楽だった． 

②欠点 

 ・飽きてしまう． 

 ・問題の解説が不十分だった． 

 ・問題のオリジナル性に欠ける． 

 ・パソコンを使って勉強しても頭になかなか入らない 

・目が疲れる． 

③その他の意見（感想・改善点） 

 ・携帯電話で行なえると良い． 

 ・公開時期を早くすると良い． 

 

6．今後の展開と課題 

実施結果，アンケート結果より今後 e－Learning をより良

いものにするには，以下の課題が考えられる． 

①問題解説の充実 

 問題の解説が不十分だというアンケートの声が多くあり，

早急な課題として解説の充実に取り組みたい． 

 ②問題コンテンツの充実 

  成績上位者に対し，飽きのこない達成感が得られる問題

コンテンツ提供して行く． 

③ビデオコンテンツの作成 

 ビデオを含む動画は e－Learning の特徴を活かした有益

な学習教材である．特に成績下位のものに対して，何度

でも講義を視聴できるようなビデオライブラリを作成す

ると共に，機械の構造・作動を分かりやすく解説した動

画コンテンツを作成する． 

④ＩＴ技術のスキル向上 

今回ＩＴ技術の無さを実感した．より良いコンテンツを

作成するには，教員のＩＴ技術のスキルアップが不可欠

である． 

⑤他の教員への理解 

学内で e－Learning を普及させていくには教員・職員の

理解を得ることが重要になる．今回は研究といった位置

からのボトムアップ活動を行なった．今後は，大学組織

の中に取り込でいくための体制づくりをしたい． 
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